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なロスアンジェルス・タイムズの記事に遭遇していた。2011 年 7 月 4 日の Los Angeles Times 





 しかし、帰国後調べてみると、上記の記事はどうやらシチリアの伝記作家 Vincenzo Salerno
の記事によっているらしいことがわかった。彼が Best of Sicily というネットマガジンの 2001
年 9 月号に寄せた記事に同様な自由奔放な未婚のイギリス人女性とシチリアの農夫の恋につい
て書かれており、さらに次のような一節がある。Their nude frolic through an olive grove in 










 Gaetano Saglimbeni というタオルミーナ出身のイタリア人ジャーナリストの作品に Lady 















 いろいろ情報源を辿った果てに行き着いたのは Brenda Maddox が 1994 年に出版したロレ
ンスの伝記、D. H. Lawrence: The Story of a Marriage である。Brenda Maddox はアメリカ
生まれのイギリスで活躍するジャーナリストで、ハーバード大学で英文学を専攻したこともあ
り、文学者や文学者の妻の伝記をいくつか著している。ジェイムズ・ジョイス研究者にはジョ




また、ジョイスの遺産管理人である孫の Stephen Joyce の要求に屈し、娘 Lucia を扱った章を
削除したことでも知られている。 






The full list of Frieda Lawrence’s lovers, it has been said, would fill a small 
telephone book.  Unfortunately, the book has not been found.  (One lover, who 
declared himself somewhat belatedly, was an elderly Italian immigrant living in 
Pittsburgh, Pennsylvania, in 1990.  Just before he died, Peppino D’Allura 
announced that he had been Frieda Lawrence’s lover in Taormina in the early 
1920s.  At the time a mule driver for a wine merchant, D’Allura claimed that one 
day when he was visiting the Fontana Vecchia, Frieda appeared suddenly, in the 
nude.  She offered him the gift of herself, which he accepted.)6 
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引用冒頭の「フリーダ・ロレンスの恋人をすべてリスト・アップすればちょっとした電話帳の
厚さになる」という大げさな言い方には明らかに著者の前作 Nora Joyce=Molly Bloom の残響
が聞き取れるのだが、ここにさりげなく、しかし唐突に例示されているペッピーノ・ダルーラ
という人物を元恋人の一人として取り上げるに当たって、マドックスが提示している典拠は、























はすぐに親しくなり、知り合って 6 週間後にはドイツへ駆け落ちするのである。フリーダは 31









る。これが Otto Gross という当時ハイデルベルク大学にいた心理学者であり、結婚後ドイツに
里帰りした際に知り合い、関係を持っていたとされている。 
 フリーダは生涯に３度の結婚をしている。ロレンス没後に結婚した３人目の夫 Angelo 





彼はそのままタオスにとどまり、1950 年フリーダ 71 歳の時に結婚している。フリーダの死後
イタリアに戻ったラヴァーリはまた元の家族と 1976 年に没するまで暮らした。なかなかわれ
われには理解しがたい人物であった。 
 ケンブリッジ大学出版局から刊行された 3 巻に亘るロレンスの伝記の第 1 巻の著者である
John Worthen がその後ケンブリッジ版とは別に著した伝記 D. H. Lawrence: The Life of an 
Outsider によると、フリーダとラヴァーリはスポトルノ滞在中からの関係であり、ロレンス自
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伝記的背景に関する研究が次々に公刊された。ケンブリッジ大学出版局による膨大な書簡集全
7 巻が 1993 年に完結し11、また、同じくケンブリッジから 3 巻に亘る伝記も刊行された12。そ
のほかテキサス大学人文科学研究センターがフリーダ・ロレンスの書簡、回想、創作作品等、
未公開資料を収蔵公開するなど、新たな資料が閲覧可能になった。マドックス、ワーゼンの伝













5 cf. Naxos-Casa-vacanze, の紹介記事による。 
6 Maddox, 276. 
7 Maddox, 549. 
8 Frieda Lawrence, 3. 
9 Ibid. 
10 Worthen, 352. 
11 その後 2001 年に Index と未公開書簡を収めた第 8 巻が出た。 
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